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ホーンアンテナ 

図 1に標準ホーンアンテナの構造を示す。図 2に標準ホーンアンテナの利得指向性[1](p.688)を示す。 

近似計算式は[1] (p.688)の計算によるものである。同軸、導波管変換器の変換部の構造は記載されていな

い。 
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図 1 標準ホーンアンテナ(10 GHz, 20 dBi) 
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図 2 標準ホーンアンテナの利得指向性 
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